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濱
一
衛
の
見
た
一
九
三
〇
年
代
中
国
芸
能
―
北
平
・
天
津
―

中
里
見
　
　
　
敬

は
じ
め
に

濱
一
衛
（
一
九
〇
九
〜
一
九
八
四
）
が
一
九
三
四
年
五
月
か
ら
一
九
三
六
年
六
月
ま
で
の
北
平
留
学
中
に
観
た
中
国
演
劇
の
記
録
は
、

演
劇
研
究
に
と
っ
て
一
次
資
料
と
し
て
の
価
値
を
有
す
る
も
の
で
あ
る
。
別
稿）

1
（

で
濱
の
京
劇
に
関
す
る
著
作
を
検
討
し
た
の
に
引
き
続
き
、

本
稿
で
は
北
平
・
天
津
に
お
け
る
京
劇
以
外
の
劇
種
（
曲
芸
を
含
む
）
に
つ
い
て
の
上
演
記
録
を
取
り
上
げ
て
考
察
し
た
い
。

一
　
北
　
平

一
・
一
　
北
方
崑
曲

一
九
三
〇
年
代
の
北
平
で
は
、
京
劇
の
隆
盛
に
対
し
て
、
崑
曲
は
す
っ
か
り
凋
落
し
て
い
た
。
濱
は
次
の
よ
う
に
記
す
。

 

崑
曲
は
愈
々
絶
滅
に
落
入
ら
ん
と
し
て
居
る
。
古
文
學
、
戲
曲
に
興
味
あ
る
人
間
以
外
に
は
、
相
當
な
人
々
で
も
崑
曲
は
わ
か
ら

な
い
か
ら
つ
ま
ら
な
い
、
と
背
を
そ
む
け
て
ゐ
る
。
や
ゝ
土
臭
い
韓
世
昌
、
其
他
の
崑
曲
で
も
、
僕
等
は
皮
簧
の
數
々
に
比
べ
て
、

恍
惚
と
す
る
割
合
が
遙
か
に
多
か
つ
た
。
そ
の
か
み
、
崑
曲
が
上
下
一
般
に
も
て
は
や
さ
れ
た
時
代
の
素
晴
し
さ
は
、
如
何
ば
か
り

か
と
感
傷
に
ふ
け
る
の
み
。（
中
丸
均
卿
・
濱
一
衛
『
北
平
的
中
国
戯
』
東
京
：
秋
豊
園
、
一
九
三
六
、
九
四
頁
）
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北
方
崑
曲
は
、韓
世
昌
の
栄
慶
社
が
細
々
と
公
演
を
続
け
て
い
た
。
濱
は
一
九
三
六
年
四

月
三
日
哈
爾
飛
戯
院
で
韓
世
昌
に
よ
る
「
春
香
閙
学
」「
遊
園
驚
夢
」
を
見
て
お
り
、
そ
の

戯
単
が
九
州
大
学
附
属
図
書
館
濱
文
庫
に
残
さ
れ
て
い
る（
図
１
、浜
文
庫
／
集181

／47

）。

 
韓
世
昌
　
小
軀
で
、
胴
の
長
い
東
洋
人
の
典
型
的
體
格
、
大
目
玉
の
下
は
𪐷
く
、

鮫
肌
の
化
粧
は
荒
れ
果
て
ゝ
、
之
で
よ
く
も
女
形
を
と
思
は
せ
る
彼
が
、
一
度
舞
臺

に
上
つ
て
、
例
へ
ば
「
遊
園
驚
夢
」
の
世
界
に
入
つ
て
來
て
、「
春
香
」
と
侍
女
に
呼

び
か
け
る
と
、
あ
の
春
の
光
の
樣
に
麗
か
な
笛
の
音
の
中
に
美
事
に
透
け
込
ん
で
、

舞
臺
一
杯
に
妖
し
い
香
氣
が
立
ち
覃
め
る
。
夢
の
中
を
さ
ま
よ
ふ
、
う
ら
若
い
乙
女
。

笛
に
合
は
せ
て
唱
ひ
つ
ゝ
舞
ひ
遊
ぶ
。
歌
と
幽
艶
な
身
振
り
の
相
聯
か
ら
流
れ
出
す

一
瞬
の
現
實
と
幻
の
混
交
。
北
平
で
お
能
の
一
面
に
接
し
や
う
と
は
！
（『
北
平
的

中
国
戯
』
八
九
〜
九
一
頁
）

前
年
の
一
九
三
五
年
七
月
二
日
（
図
２
、
浜
文
庫
／
集181

／56

）
と
同
十
日
（
図
３
、
浜

文
庫
／
集181

／95

）
に
は
立
て
続
け
に
侯
永
奎
と
李
万
春
が
そ
れ
ぞ
れ
演
じ
る
「
武
松

打
虎
」
を
見
て
、
次
の
よ
う
に
記
し
て
い
る
。

 

侯
永
奎
　
尚
和
玉
に
も
比
し
た
い
美
し
い
型
、
強
々
と
冴
え
た
喉
、
彼
の
演
ず
る

武
生
は
素
晴
し
い
。
／
南
方
の
人
氣
者
の
李
萬
春
の
崑
曲
「
武
松
打
虎
」
と
、
彼
の

夫
を
偶
然
續
け
て
見
た
が
、
丁
寧
さ
、
古
雅
な
美
し
さ
、
に
於
て
遙
か
に
李
の
上
に

出
で
、
昔
語
り
の
世
界
を
樂
し
ま
せ
て
呉
れ
た
。
之
に
比
べ
る
と
李
萬
春
は
單
な
る

輕
業
師
に
過
ぎ
な
い
。（『
北
平
的
中
国
戯
』
九
三
〜
九
四
頁
。
引
用
に
際
し
、
改
行

図１　1936年４月３日北平哈爾飛戯院
九州大学附属図書館濱文庫所蔵 
（浜文庫 / 集181/47）21.5×27.4cm

図２　1935年７月２日北平哈爾飛戯院
九州大学附属図書館濱文庫所蔵 
（浜文庫 / 集181/56）21.3×28.0cm
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は
「
／
」
と
し
た
。
以
下
同
じ
。）

京
劇
を
論
じ
た
別
稿
で
も
指
摘
し
た
よ
う
に
、
濱
一
衛
は
上
海
を
中
心
に
活
躍
す
る
俳
優

よ
り
も
、
北
平
の
俳
優
の
演
技
を
好
ん
だ
よ
う
で
、
上
海
の
人
気
京
劇
俳
優
李
万
春
よ
り

も
、
北
平
の
崑
劇
俳
優
侯
永
奎
が
演
じ
る
武
松
の
方
を
高
く
買
っ
て
い
る
。
見
巧
者
の
濱

の
評
は
信
頼
に
足
る
も
の
と
考
え
て
よ
い
。
と
こ
ろ
が
、
戯
単
に
記
さ
れ
た
票
価
は
、
李

万
春
の
七
月
十
日
が
最
高
級
の
包
廂
で
三
・
五
元
、
池
座
で
七
角
な
の
に
対
し
て
、
七
月

二
日
は
包
廂
が
二
・
五
元
、
池
座
が
五
角
と
な
っ
て
い
る
（
と
も
に
白
天
戯
）。
つ
ま
り
、

李
万
春
の
人
気
に
よ
り
彼
の
公
演
の
方
が
、
侯
永
奎
お
よ
び
大
軸
で
韓
世
昌
が
「
尼
姑
思

凡
」
を
演
じ
た
崑
劇
よ
り
も
チ
ケ
ッ
ト
が
高
い
の
で
あ
る
。

当
時
の
票
価
は
出
演
す
る
俳
優
に
よ
っ
て
大
き
く
異
な
っ
た
。
同
じ
哈
爾
飛
戯
院
の
戯

単
で
見
る
と
、
一
九
三
五
年
六
月
五
日
白
天
の
楊
小
楼
・
郝
寿
臣
「
百
騎
劫
魏
営
」
は
最
高
級
の
包
廂
で
五
元
（
浜
文
庫
／
集181

／88

）、

一
九
三
六
年
一
月
二
十
九
日
夜
戯
の
筱
翠
花
「
貴
妃
酔
酒
」
は
六
元
（
浜
文
庫
／
集181

／91

）、
一
九
三
五
年
七
月
十
三
日
白
天
の
馬
連

良
「
借
東
風
」
六
・
五
元
（
浜
文
庫
／
集181

／96
）
な
ど
と
い
っ
た
具
合
で
あ
る
。
さ
ら
に
各
一
座
の
座
頭
級
が
一
堂
に
会
す
る
義
務

戯
で
は
チ
ケ
ッ
ト
は
高
騰
し
、
一
九
三
五
年
十
月
五
日
第
一
舞
台
の
義
務
戯
は
、
包
廂
が
六
十
元
か
ら
十
六
元
、
池
座
で
六
元
か
ら
二
元
、

最
も
安
い
三
階
散
座
の
後
排
で
も
一
元
で
あ
る
（
浜
文
庫
／
集181
／42

）。

濱
文
庫
に
は
一
九
三
五
年
七
月
十
五
日
の
韓
世
昌
「
獅
吼
記
」（
浜
文
庫
／
集181

／57

）、
一
九
三
五
年
七
月
二
十
一
日
の
韓
世
昌
・
白

雲
生
「
西
廂
記
」、
侯
永
奎
・
馬
祥
麟
「
覇
王
別
姫
」（
浜
文
庫
／
集181
／46
）
と
い
っ
た
崑
曲
専
門
の
栄
慶
社
の
戯
単
に
加
え
て
、
京

劇
と
崑
曲
を
合
演
し
た
一
九
三
五
年
八
月
十
二
日
中
和
戯
院
の
程
硯
秋
・
兪
振
飛
「
琴
挑
」（
図
４
、
浜
文
庫
／
集181

／82

）
の
戯
単
も

残
さ
れ
て
い
る
。

図３　1935年７月２日北平哈爾飛戯院
九州大学附属図書館濱文庫所蔵 
（浜文庫 / 集181/95）21.3×28.0cm
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兪
振
飛
　
南
方
の
崑
曲
家
出
、
專
ら
程
硯
秋
の
相
手
役
を
承
は
り
、
さ
わ
や
か
な

藝
風
、
上
記
先
輩
等
に
缺
け
た
姿
體
美
、
若
々
し
さ
、
そ
し
て
一
沫
の
遊
蕩
的
な
苦

み
を
お
び
た
顏
付
、
皮
簧
よ
り
も
崑
曲
系
統
の
も
の
に
な
る
と
出
が
出
だ
け
に
程
硯

秋
を
壓
す
る
腕
前
。
崑
曲
「
琴
挑
」
に
於
け
る
彼
は
理
想
的
な
女
蕩
し
の
美
を
描
き

出
し
て
、
見
る
人
を
恍
惚
と
さ
せ
る
。（『
北
平
的
中
国
戯
』
八
一
〜
八
二
頁
）

濱
の
留
学
期
間
中
に
、
韓
世
昌
と
侯
永
奎
の
対
立
に
よ
り
、
栄
慶
社
が
分
裂
し
て
し
ま

う
。
滅
亡
の
危
機
に
瀕
し
て
い
た
北
方
崑
曲
の
分
裂
を
述
べ
る
濱
の
筆
致
か
ら
は
諦
観
さ

え
感
じ
ら
れ
る
。

民
國
二
十
五
年
四
月
十
五
日
の
北
京
哈
爾
飛
戲
院
の
夜
戲
を
最
後
に
侯
永
奎
、
馬
祥

麟
の
新
鋭
と
韓
世
昌
、
白
雲
生
と
の
間
に
内
紛
を
生
じ
、
辛
う
じ
て
軌
道
に
乘
り
か

け
て
來
た
こ
の
一
座
も
分
裂
の
止
む
な
き
に
至
つ
た
。
白
雲
生
が
脱
退
を
決
意
し
、

韓
世
昌
を
道
連
れ
に
し
た
ら
し
い
が
、
韓
白
は
「
戲
班
の
離
合
は
常
で
す
よ
」
と
い
つ
て
は
ゐ
て
も
多
年
兩
人
が
培
つ
た
榮
慶
社
の

こ
と
だ
、
多
少
の
感
慨
は
あ
つ
た
で
あ
ら
う
（
分
離
の
原
因
は
戲
劇
旬
刊
第
二
十
期
に
詳
し
い
）。
彼
等
の
舞
臺
生
活
は
そ
れ
は
無
慘

な
も
の
で
あ
つ
た
。
そ
れ
も
た
ゞ
滅
亡
の
關
頭
に
立
つ
た
崑
曲
を
少
し
で
も
引
き
戻
さ
う
と
の
熱
情
か
ら
そ
れ
を
忍
ん
で
ゐ
た
。
時

に
は
僅
か
數
十
人
の
看
客
を
擁
し
て
、
物
寂
し
さ
う
に
そ
れ
で
も
力
を
こ
め
て
唱
ふ
、
佳
人
才
子
劇
は
、
餘
り
に
も
み
じ
め
で
あ
つ

た
。
古
び
た
衣
裳
や
端
役
の
深
い
顔
の
皺
を
眼
の
あ
た
り
眺
め
て
は
、
一
寸
さ
う
し
た
劇
の
世
界
に
は
、
と
け
込
み
切
れ
ぬ
も
の
が

あ
つ
た
。
そ
の
ま
ゝ
に
し
て
置
い
て
も
數
年
な
ら
ず
し
て
、
滅
び
て
し
ま
ふ
で
あ
ら
う
こ
と
は
解
つ
て
ゐ
た
の
に
、
そ
れ
に
更
に
拍

車
を
か
け
た
の
が
今
度
の
分
裂
で
あ
つ
た
。（
濱
一
衛
「
最
近
に
於
け
る
北
崑
の
変
遷
」『
支
那
学
』
第
十
巻
第
三
号
、
一
九
四
一
、

九
二
頁
）

図４　1935年８月12日北平中和戯院
九州大学附属図書館濱文庫所蔵 
（浜文庫 / 集181/82）18.8×27.3cm
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濱
は
崑
曲
と
皮
簧
す
な
わ
ち
京
劇
の
違
い
を
、
次
の
よ
う
に
端
的
に
述
べ
た
う
え
で
、
か
り
に
崑
曲
を
保
護
し
た
と
し
て
も
効
果
は
な
い

と
見
て
い
る
。
こ
う
し
た
見
方
の
背
後
に
は
、
演
劇
は
観
客
が
享
受
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
成
立
す
る
と
い
う
濱
の
確
固
と
し
た
演
劇
観
を

窺
う
こ
と
が
で
き
よ
う
。

其
の
昔
の
崑
曲
盛
な
り
し
頃
が
今
に
復
活
し
た
と
し
て
も
、
今
日
の
看
客
に
は
劇
本
を
持
た
ね
ば
解
り
難
い
劇
詞
に
困
る
し
、
最
も

當
に
す
る
唱
に
し
て
か
ら
が
、
百
人
が
一
曲
を
唱
つ
て
も
、
一
轍
に
出
づ
る
が
如
く
、
全
く
同
一
で
あ
る
可
き
も
の
で
あ
つ
て
み
れ

ば
、
口
法
、
唱
法
に
上
手
下
手
の
別
を
見
出
し
得
て
も
、
皮
黄
の
自
由
な
る
工
夫
獨
創
を
現
せ
る
に
比
べ
て
、
餘
り
に
も
魅
力
に
乏

し
い
。（
中
略
）
梨
園
公
會
邊
り
を
し
て
皮
黄
班
に
強
制
的
に
、
た
と
へ
前
場
で
も
よ
い
か
ら
入
れ
て
貰
ひ
、
民
衆
の
崑
曲
へ
の
興
味

を
呼
び
起
こ
し
て
其
の
復
興
を
圖
る
と
か
、
國
家
の
力
に
よ
つ
て
之
を
保
存
す
る
と
か
い
つ
て
ゐ
る
人
も
ゐ
る
。
そ
れ
を
許
す
皮
黄

班
も
あ
る
ま
い
し
、
よ
し
許
し
て
も
、
崑
曲
へ
の
興
味
が
起
る
筈
も
あ
る
ま
い
。
國
家
の
力
と
い
つ
て
も
其
の
要
素
は
殆
ん
ど
皮
黄

の
中
に
採
り
入
れ
ら
れ
て
ゐ
る
こ
と
だ
か
ら
、
そ
れ
程
に
す
る
必
要
も
あ
る
ま
い
。
よ
し
そ
う
し
て
殘
つ
て
も
恐
ら
く
は
み
じ
め
な

存
在
に
し
か
な
ら
な
い
で
あ
ら
う
。（「
最
近
に
於
け
る
北
崑
の
変
遷
」
九
八
〜
一
〇
〇
頁
）

こ
の
よ
う
な
濱
の
冷
徹
な
見
方
は
、
雅
な
る
崑
曲
に
無
上
の
価
値
を
認
め
た
青
木
正
児
の
あ
る
種
ロ
マ
ン
テ
ィ
ス
ト
ぶ
り
と
は
好
対
照
の

よ
う
に
思
わ
れ
る
。
青
木
の
以
下
の
文
章
で
い
う
花
部
と
は
皮
簧
（
京
劇
）、
梆
子
腔
、
乱
弾
な
ど
を
指
し
、
雅
部
は
崑
曲
を
指
す
。

 

花
部
は
色
を
重
ん
じ
、
雅
部
は
藝
を
貴
ぶ
。
孰
か
高
く
し
て
孰
か
卑
き
、
是
れ
余
が
言
を
俟
た
ず
し
て
論
自
ら
定
ま
る
所
あ
る
べ

し
。
然
り
と
雖
も
黄
鐘
毀
た
れ
て
瓦
釜
雷
鳴
す
、
陽
春
白
雪
は
遂
に
下
里
巴
人
の
俚
耳
に
入
り
易
き
に
及
ば
ざ
る
は
世
の
常
な
り
。

南
方
の
秀
よ
く
西
蜀
北
燕
の
俊
と
抗
し
て
孤
軍
奮
鬪
せ
し
が
、
南
風
競
は
ず
、
大
勢
の
赴
く
所
之
を
如
何
と
も
爲
す
能
は
ず
。（
中

略
）
た
ゞ
聊
か
人
意
を
強
う
す
る
に
足
る
者
は
、
崑
曲
の
根
據
地
た
る
蘇
州
に
は
集
秀
部

8

8

8

の
嚴
然
と
し
て
存
す
る
有
り
、
名
聲
南
北

に
轟
け
り
き
。（
中
略
）
大
雅
未
だ
全
く
地
を
拂
は
ず
、
以
て
君
子
の
清
賞
に
供
す
る
を
得
た
る
な
る
可
し
。（
青
木
正
児
『
支
那
近

世
戯
曲
史
』
京
都
：
弘
文
堂
書
房
、
一
九
三
〇
、
七
一
四
〜
七
一
五
頁
。
の
ち
『
青
木
正
児
全
集
』
第
三
巻
、
東
京
：
春
秋
社
所
収
）
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余
は
皮
黄
が
人
も
無
げ
な
る
横
暴
と
、
崑
曲
の
哀
れ
無
殘
な
る
末
期
と
を
見
る
に
忍
び
ざ
る
な
り
。
余
往
年
姑
蘇
に
遊
び
戲
園
を

過
つ
て
呉
伶
が
演
ず
る
所
を
聽
き
し
が
、
悉
く
是
れ
皮
黄
の
調
、
工
尺
伊
啞
と
し
て
聽
を
爲
し
難
し
。
宛
も
か
の
亡
國
の
子
孫
が
得
々

然
と
し
て
口
に
侏
離
の
敵
國
語
を
操
り
、
嘗
て
其
の
父
祖
が
無
念
の
齒
を
く
ひ
し
ば
り
つ
ゝ
轅
門
に
冑
を
脱
ぎ
し
事
を
知
ら
ざ
る
が

如
し
。（
中
略
）
吾
人
茲
に
至
つ
て
暗
然
た
ら
ざ
る
を
得
ず
、
是
れ
余
が
其
の
亡
き
跡
を
弔
は
ん
と
欲
し
て
此
の
篇
を
草
し
た
る
所
以

な
り
。（
青
木
正
児
「
崑
曲
よ
り
皮
黄
調
へ
の
推
移
」、
羽
田
亨
編
『
内
藤
博
士
還
暦
祝
賀
支
那
学
論
叢
』
京
都
：
弘
文
堂
書
房
、
一

九
二
六
、
八
一
七
〜
八
一
八
頁
）

青
木
正
児
と
比
較
す
る
こ
と
に
よ
り
、
濱
の
文
章
が
主
観
的
な
感
情
を
排
し
、
あ
く
ま
で
も
事
実
に
基
づ
き
淡
々
と
し
た
記
述
に
徹
し
て

い
る
こ
と
が
い
っ
そ
う
よ
く
理
解
で
き
よ
う（

2
）。

上
に
引
い
た
濱
一
衛
の
処
女
論
文
「
最
近
に
於
け
る
北
崑
の
変
遷
」（
一
九
四
一
）
は
、
青
木
正
児
の
「
崑
曲
よ
り
皮
黄
調
へ
の
推
移
」

を
受
け
継
ぐ
と
と
も
に
、
一
つ
の
劇
種
の
沿
革
を
た
ど
っ
て
現
在
に
ま
で
至
る
上
演
史
研
究
の
嚆
矢
と
も
な
っ
た
。
以
後
、
濱
は
中
国
各

劇
種
の
変
遷
を
、
上
演
記
録
に
基
づ
き
記
述
す
る
と
い
う
研
究
ス
タ
イ
ル
を
確
立
し
、
青
木
正
児
『
支
那
近
世
戯
曲
史
』
の
下
限
か
ら
現

代
に
至
る
演
劇
上
演
史
を
立
て
続
け
に
数
編
発
表
し
て
い
く
の
で
あ
る
。

一
・
二
　
直
隷
梆
子
（
河
北
梆
子
、
秦
腔
）

濱
一
衛
が
翌
一
九
四
二
年
に
発
表
し
た
論
文
「
北
京
に
於
け
る
梆
子
腔
に
つ
い
て
」
は
次
の
よ
う
に
始
ま
る
。

 

梆
子
腔
と
い
ふ
の
は
使
用
す
る
樂
器
か
ら
來
た
名
で
あ
り
、
秦
腔
と
い
う
の
は
發
生
し
た
地
名
か
ら
來
た
名
で
あ
る
。（
中
略
）
梆

子
は
こ
れ
よ
り
光
緒
二
十
年
代
の
盛
行
を
經
て
、
民
國
に
至
れ
ば
早
く
も
衰
へ
き
つ
て
ゐ
た
。
全
く
花
火
線
香
の
や
う
な
劇
曲
で
、

支
那
の
演
劇
史
に
そ
の
例
を
見
な
い
。（
濱
一
衛
「
北
京
に
於
け
る
梆
子
腔
に
つ
い
て
」『
支
那
学
』
第
十
巻
第
四
号
、
一
九
四
二
、

一
二
九
頁
）
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梆
子
腔
の
特
徴
は
次
の
よ
う
な
も
の
で
あ
っ
た
。

「
呼
呼
」
と
い
う
胡
弓
と
、「
梆
子
」
と
い
う
拍
子
木
を
、
ひ
き
ま
く
り
打
ち
ま
く
り
な
が
ら
唱
う
梆
子
腔
は
、
伴
奏
は
騒
が
し
く
、

唱
は
刺
激
の
強
い
も
の
で
、
静
か
な
笛
の
伴
奏
、
柔
ら
か
い
唱
い
振
り
の
崑
曲
と
は
お
よ
そ
正
反
対
で
あ
る
。
崑
曲
が
静
か
な
ふ
し

0

0

で
佳
人
才
子
の
物
語
を
唱
う
の
に
、
梆
子
は
悲
痛
な
ふ
し

0

0

で
忠
孝
節
義
の
物
語
を
演
じ
る
。（
濱
一
衛
著
訳
、
中
里
見
敬
整
理
『
中
国

の
戯
劇
・
京
劇
選
：
濱
一
衛
著
訳
集
』
福
岡
：
花
書
院
、
二
〇
一
一
、
九
〜
一
〇
頁
）

北
京
に
お
け
る
梆
子
腔
の
流
行
が
短
か
っ
た
理
由
に
つ
い
て
、
濱
は
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

 

梆
子
が
光
緒
初
年
百
花
の
一
時
に
芳
を
吐
い
た
が
如
く
に
北
京
の
人
士
を
瞠
若
た
ら
し
め
た
所
以
は
、
彼
等
の
技
藝
が
そ
の
時
既

に
圓
熟
の
境
に
達
し
て
ゐ
た
か
ら
で
あ
つ
た
。（
中
略
）
梆
子
の
盛
行
は
開
花
か
ら
脱
落
ま
で
全
く
同
一
の
手
に
よ
つ
て
な
さ
れ
た
と

い
つ
て
も
よ
い
。
技
藝
の
優
れ
た
人
が
續
出
し
た
た
め
も
と
も
と
北
京
に
地
盤
を
占
め
て
ゐ
た
も
の
が
急
に
認
め
ら
れ
、
そ
れ
ら
の

人
々
が
逝
け
ば
又
流
行
ら
な
く
な
つ
た
。
山
西
系
の
名
優
が
衰
退
し
て
も
後
續
の
者
に
乏
し
く
、
最
も
俗
な
天
津
梆
子
が
進
出
し
、

梆
子
特
有
の
亢
爽
さ
精
悍
さ
が
な
く
な
り
、
か
く
て
は
皮
黄
の
如
く
委
婉
た
る
花
腔
を
追
ふ
や
う
に
な
り
、
梆
子
の
本
色
が
失
は
れ

て
來
た
の
で
あ
つ
た
。
而
も
忘
れ
て
は
な
ら
な
い
こ
と
は
光
緒
末
年
か
ら
流
行
り
出
し
た
女
優
劇
は
忽
ん
ど
天
津
梆
子
で
あ
つ
た
と

い
ふ
こ
と
で
あ
る
。
女
優
劇
に
つ
い
て
は
今
は
觸
れ
な
い
が
、
徒
に
色
藝
に
賴
る
彼
女
達
の
梆
子
の
歪
ん
だ
發
展
が
却
つ
て
正
し
い

梆
子
の
成
長
を
阻
害
し
た
の
で
も
あ
っ
た
。
／
か
う
し
て
今
日
北
京
の
大
劇
場
で
は
梆
子
は
聽
け
な
い
が
時
々
山
西
人
の
要
望
に
應

じ
、
山
西
梆
子
と
銘
打
つ
て
來
演
し
、
昔
な
が
ら
の
演
出
で
通
し
狂
言
を
演
じ
て
ゐ
る
外
、
天
橋
の
歌
舞
臺
、
と
い
つ
た
小
芝
居
で

皮
黄
と
合
演
し
て
、
生
殘
り
の
梆
子
班
の
人
々
が
聲
を
絞
つ
て
斷
末
魔
の
叫
び
を
揚
げ
て
ゐ
る
の
み
で
あ
る
。（「
北
京
に
於
け
る
梆

子
腔
に
つ
い
て
」
一
四
七
〜
一
四
八
頁
）

濱
が
留
学
中
に
北
平
で
見
た
の
は
、「
ま
だ
民
国
二
十
四
、
五
年
に
は
北
京
に
は
地
付
き
の
梆
子
班
も
あ
っ
た
が
、
い
つ
の
間
に
か
北
京

か
ら
姿
を
消
し
て
し
ま
っ
た
」（『
中
国
の
戯
劇
・
京
劇
選
』
一
〇
頁
）
と
い
う
最
末
期
の
直
隷
梆
子
で
あ
っ
た
。『
北
平
的
中
国
戯
』
の
俳
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優
評
に
は
、
二
人
の
梆
子
戯
の
女
優
が
取
り
上
げ
ら
れ
て
い
る
。

直
隷
梆
子
（
秦
腔
）
に
女
優
金
鋼
鑚
と
小
香
水
が
張
り
さ
け
る
樣
な
喉
を
聞
か
せ
て
居
る
。
以
前
は
小
香
水
の
方
が
有
名
だ
つ
た
ら

し
い
が
、
今
は
衰
へ
て
、
金
鋼
鑚
の
百
貫
目
も
有
り
相
な
貫
祿
に
は
敵
は
な
い
ら
し
い
。
僕
は
直
隷
梆
子
を
聞
く
と
頭
が
痛
く
な
る

程
辛
く
、
悲
壯
激
越
趣
味
に
は
カ
ブ
ト
を
ぬ
ぐ
、
そ
の
調
子
と
云
ひ
、
内
容
と
云
ひ
、
ナ
ニ
ワ
ブ
シ
、
詩
吟
、
サ
ツ
マ
琵
琶
フ
ア
ン

並
び
に
、
國
民
精
神
文
化
研
究
員
に
お
す
ゝ
め
す
る
に
最
適
當
か
と
存
ず
る
。
只
、
唱
つ
て
居
る
途
中
で
急
に
伴
奏
の
胡
弓
と
笛
が

止
ん
で
、
唱ウ
タ

の
み
殘
る
形
式
が
仲
々
良
い
。
田
舎
の
ニ
ン
ニ
ク
臭
い
婆
ア
共
を
中
心
と
す
る
見
物
は
仲
々
捨
て
が
た
い
お
も
し
ろ
み

を
持
つ
て
居
る
。（『
北
平
的
中
国
戯
』
九
六
〜
九
七
頁
）

濱
文
庫
に
は
こ
の
二
人
の
出
演
し
た
一
九
三
五
年
八
月
七
日
哈
爾
飛
戯
院
の
戯
単
が
現
存
し
て
い
る
（
図
５
、
浜
文
庫
／
集181

／89

）。

こ
の
日
は
両
人
が
大
軸
で
「
新
三
娘
教
子
」
を
演
じ
て
い
る
。
そ
れ
以
外
の
演
目
は
、
粉
牡
丹
の
「
貴
妃
酔
酒
」、
遅
金
声
の
「
伐
斉
東
」、

駱
連
翔
の
「
八
大
錘
」
な
ど
、
俳
優
か
ら
見
て
皮
簧
（
京
劇
）
で
あ
っ
た
よ
う
だ
。
ち
な
み
に
票
価
は
、
最
高
級
の
包
廂
が
二
・
四
元
、

池
座
が
五
角
で
、
崑
劇
と
同
等
か
や
や
安
く
、
梆
子
戯
の
庶
民
性
が
表
れ
て
い
る
。
濱
文
庫
に
は
梆
子
戯
の
戯
単
と
し
て
、
一
九
三
一
年

八
月
二
十
四
日
第
一
舞
台
の
金
鋼
鑚
「
天
河
配
」（
図
６
、
浜
文
庫
／
集161

／45 （
3
））、

同
二
十
五
日
第
一
舞
台
の
金
鋼
鑚
「
大
佛
昇
殿
」

（
図
７
、
浜
文
庫
／
未
整
理
）、
一
九
三
四
年
四
月
六
日
広
徳
戯
院
の
五
月
仙
・
十
四
紅
「
烈
女
伝
」、
三
児
生
（
孟
珍
卿
）・
筱
桂
桃
の
「
大

蝴
蝶
杯
」（
図
８
、
浜
文
庫
／
集181

／50

）
が
所
蔵
さ
れ
て
い
る
が
、
濱
の
留
学
期
よ
り
早
く
、
実
際
に
観
劇
し
た
か
ど
う
か
は
確
認
で

き
な
い
。
一
九
三
四
年
十
一
月
五
日
慶
楽
戯
院
の
李
桂
雲
「
一
念
差
」、
筱
蘭
芬
「
捉
放
曹
」（
図
９
、
浜
文
庫
／
集181

／112

）、
お
よ

び
一
九
三
五
年
四
月
二
十
九
日
吉
祥
大
戯
院
の
鮮
霊
芝
・
胡
菊
琴
「
孟
姜
女
」（
図
10
、
浜
文
庫
／
集181

／99

）
は
濱
の
留
学
期
間
中
で

あ
る
。
な
お
、
九
州
大
学
附
属
図
書
館
濱
文
庫
に
は
、
濱
が
当
時
収
集
し
た
直
隷
梆
子
の
唱
本
が
多
数
所
蔵
さ
れ
て
い
る（

4
）。
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図９　1934年11月５日北平慶楽戯院
九州大学附属図書館濱文庫所蔵 

（浜文庫 / 集181/112）22.9×30.0cm

図８　1934年４月６日北平広徳戯院
九州大学附属図書館濱文庫所蔵 
（浜文庫 / 集181/50）18.9×27.5cm

図５　1935年８月７日北平哈爾飛戯院
九州大学附属図書館濱文庫所蔵 
（浜文庫 / 集181/89）21.5×28.0cm

図10　1935年４月29日北平吉祥大戯院
九州大学附属図書館濱文庫所蔵 
（浜文庫 / 集181/99）22.0×27.7cm

図７　1931年８月25日北平第一舞台
九州大学附属図書館濱文庫所蔵 
（浜文庫 / 未整理）22.7×30.6cm

図６　1931年８月24日北平第一舞台
九州大学附属図書館濱文庫所蔵 
（浜文庫 / 集161/45）22.9×32.3cm
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一
・
三
　
評
劇
（
嘣
嘣
戯
、
唐
山
落
子
）

濱
の
留
学
中
、
評
劇
が
北
平
に
勢
力
を
増
し
始
め
て
い
た
。

京
劇
が
脚
本
は
高
級
化
し
、
入
場
料
は
高
く
な
り
、
段
も
の
ば
か
り
を
上
演
し
て
全
本
戯
（
通
し
狂
言
）
を
上
演
し
な
く
な
っ
て
大

衆
か
ら
離
れ
よ
う
と
し
て
い
た
時
に
、
評
戯
の
通
俗
的
な
姿
は
一
般
大
衆
の
魅
力
で
、
評
劇
の
進
出
す
べ
き
道
も
こ
こ
に
あ
っ
た
。

現
実
生
活
の
中
の
言
葉
が
そ
の
ま
ま
に
唱
わ
れ
て
い
る
。
こ
れ
は
大
き
い
魅
力
で
あ
る
。
喜
彩
蓮
は
梆
子
や
京
劇
の
脚
本
を
改
編
し

た
り
、
欧
陽
予
倩
の
戯
曲
を
上
演
し
た
り
、
演
技
の
低
俗
な
面
を
避
け
て
従
来
の
観
客
の
上
に
新
し
い
観
客
層
の
獲
得
に
相
当
の
効

果
を
収
め
た
。
／
こ
の
喜
彩
蓮
の
出
現
は
民
国
二
十
五
年
（
一
九
三
六
）
前
後
で
あ
る
が
、
民
国
二
十
八
年
十
ヶ
月
間
の
喜
彩
蓮
の

出
演
度
数
は
昼
夜
を
合
わ
せ
る
と
五
百
十
四
回
に
上
り
、
出
演
劇
場
も
北
京
各
方
面
に
わ
た
っ
た
。（
中
略
）
こ
う
し
て
喜
彩
蓮
の
活

躍
は
京
劇
の
最
大
の
敵
国
を
形
成
し
、
京
劇
が
崑
曲
の
地
位
に
つ
い
た
時
の
後
継
者
た
り
得
る
や
も
知
れ
な
い
と
さ
え
思
え
る
よ
う

に
な
っ
た
。（『
中
国
の
戯
劇
・
京
劇
選
』
一
一
頁
）

濱
が
一
九
四
二
年
に
発
表
し
た
論
文
「
平
戯
考
」
は
、
評
劇
の
急
速
な
発
展
を
論
じ
て
タ
イ
ム
リ
ー
な
も
の
で
あ
っ
た
。

「
杜
十
娘
」、「
獨
占
花
魁
」、「
珍
珠
衫
」
は
既
に
平
戲
の
古
典
と
な
り
、
最
も
大
衆
に
歡
迎
は
さ
れ
た
が
、
俚
俗
な
詞
句
、
淫
猥
な
演

技
は
一
段
高
い
聽
衆
の
脾
胃
に
は
合
は
な
い
。
こ
の
ま
ゝ
で
進
め
ば
一
流
の
劇
曲
に
は
如
何
に
し
て
も
な
り
得
な
い
。（
中
略
）
脚
本

の
改
善
と
並
ん
で
演
技
も
適
度
に
高
尚
化
す
れ
ば
、
そ
の
前
途
は
洋
々
た
る
も
の
が
あ
る
譯
で
あ
る
。（
中
略
）
平
戲
と
い
へ
ば
劇
詞

は
低
劣
で
あ
り
、
演
技
は
淫
蕩
で
あ
つ
て
、
多
く
の
腔
調
の
中
で
下
下
の
下
に
屬
す
る
も
の
、
藝
術
で
は
な
い
と
い
ふ
の
が
一
般
の

考
へ
で
あ
る
。
白
玉
霜
は
そ
の
淫
猥
な
演
技
の
爲
め
時
の
市
長
袁
良
に
よ
つ
て
北
京
を
追
は
れ
た
の
は
民
國
二
十
四マ
マ
年
で
あ
つ
た
（
こ

の
直
後
上
海
に
現
れ
大
い
に
人
氣
を
博
し
た
）。
彼
女
達
は
大
向
に
迎
合
す
る
の
餘
り
演
技
は
ひ
た
す
ら
低
級
に
な
る
の
み
で
あ
つ

た
。
崑
曲
「
連
環
計
」
の
「
只
君
あ
り
主
あ
る
を
知
る
の
み
」（
三
國
演
義
）
と
い
う
貂
蟬
は
平
戲
で
は
三
等
歌
妓
の
如
き
も
の
に
な

り
終
つ
て
ゐ
た
。
こ
の
儘
で
は
平
戲
の
前
途
は
知
れ
た
も
の
で
あ
つ
た
で
あ
ら
う
。
／
喜
彩
蓮
の
出
現
が
こ
の
惡
傾
向
を
制
禦
し
て
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く
れ
た
。
劇
情
の
平
明
、
劇
詞
の
平
易
、
入
場
料
の
低
廉
、
全
本
戲
の
上
演
等
、
こ
の
通
俗
性
は
一
般
大
衆
に
は
確
に
大
き
な
魅
力

で
あ
る
。
卑
俗
の
そ
し
り
を
受
け
つ
ゞ
け
た
皮
黄
も
平
戲
に
比
ぶ
れ
ば
可
成
り
高
級
な
も
の
と
な
つ
て
あ
る
今
日
、
平
戲
の
進
出
す

べ
き
道
も
見
出
さ
れ
る
。
喜
彩
蓮
は
脚
本
で
は
歐
陽
予
倩
の
編
に
な
る
と
い
ふ
曲
を
上
演
し
た
り
、
梆
子
、
皮
黄
の
改
編
を
續
々
行

ひ
、
演
技
で
は
從
來
の
目
を
掩
ひ
た
く
な
る
方
面
を
努
め
て
避
け
、
從
來
の
看
客
を
離
さ
ず
新
し
い
看
客
層
の
獲
得
を
目
論
み
相
當

の
効
果
を
收
め
て
ゐ
る
。（
中
略
）
民
國
二
十
八
年
十
箇
月
間
の
喜
彩
蓮
の
出
演
度
數
は
晝
夜
を
合
せ
る
と
五
百
十
四
回
に
上
り
、
根

城
の
華
北
を
除
い
て
、
吉
祥
、
新
新
、
長
安
、
廣
和
、
廣
徳
、
慶
楽
等
、
城
の
内
外
の
一
流
劇
場
に
出
演
し
て
ゐ
る
し
、
二
十
九
年

度
の
上
座
統
計
に
よ
る
と
、
喜
彩
蓮
の
一
座
は
出
演
回
数
が
多
い
に
し
て
も
第
二
位
を
占
め
て
ゐ
る
。
昨
年
九
月
新
新
で
白
玉
霜
、

喜
彩
蓮
の
「
和
睦
家
庭
」
が
上
演
さ
れ
た
と
き
、
前
排
が
一
元
五
角
で
あ
つ
た
こ
と
に
よ
つ
て
看
客
層
の
向
上
も
想
像
で
き
る
。（
濱

一
衛
「
平
戯
考
」『
松
山
高
商
論
集
』
第
四
号
、
一
九
四
二
、
一
四
三
〜
一
四
六
頁
。「
　
」
を
付
加
し
、
句
読
点
を
一
部
改
め
た
。）

か
つ
て
卑
俗
で
あ
っ
た
京
劇
が
徐
々
に
高
級
化
し
て
い
っ
た
こ
と
を
引
き
合
い
に
し
て
、

今
後
の
評
劇
に
発
展
の
可
能
性
を
認
め
て
い
る
。
ま
た
妖
艶
な
演
技
で
人
気
を
博
し
た
白

玉
霜
よ
り
も
喜
彩
蓮
を
高
く
評
価
す
る
あ
た
り
に
濱
の
見
識
が
う
か
が
わ
れ
る
。
濱
文
庫

所
蔵
の
戯
単
の
う
ち
、
一
九
三
四
年
十
一
月
十
五
日
三
慶
戯
院
の
李
銀
順
「
左
連
城
告
状
」、

李
小
順
「
三
賢
博
」（
図
11
、
浜
文
庫
／
集181

／30

）、
お
よ
び
一
九
三
五
年
五
月
三
十

一
日
奉
天
・
共
益
舞
台
の
白
玉
霜
「
全
本
珠
簾
寨
」（
図
12
、
浜
文
庫
／
集181

／35

）
は

評
劇
の
公
演
で
あ
る
。
ち
な
み
に
後
者
は
、
一
九
三
四
年
白
玉
霜
が
北
京
市
長
に
よ
っ
て

追
放
さ
れ
、
上
海
公
演
を
始
め
る
一
九
三
五
年
八
月
ま
で
の
間
、
奉
天
で
京
劇
と
評
劇
の

合
演
、
い
わ
ゆ
る
「
両
下
鍋
」
形
式
で
舞
台
に
立
っ
て
い
た
こ
と
を
証
す
る
戯
単
で
あ
る（

5
）。

な
お
、
濱
は
一
九
三
九
年
七
月
か
ら
八
月
に
か
け
て
北
平
を
再
訪
し
て
お
り
、
評
劇
の
上

図11　1934年11月15日北平三慶戯院
九州大学附属図書館濱文庫所蔵 
（浜文庫 / 集181/30）20.1×27.1cm
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演
状
況
を
確
認
し
た
う
え
で
、
こ
の
論
文
「
平
戯
考
」
を
執
筆
し
よ
う
と
し
た
の
か
も
し
れ

な
い（

6
）。

　
　
　
　
　
　
　
一
・
四
　
奎
徳
社
の
時
装
新
戯

濱
文
庫
所
蔵
の
一
九
三
六
年
四
月
十
二
日
慶
楽
戯
院
の
戯
単
（
図
13
、
浜
文
庫
／
集181

／53

）
は
縦
長
で
、
し
か
も
女
優
の
写
真
が
掲
載
さ
れ
て
お
り
、
一
般
の
戯
単
と
は
明
ら
か

に
異
な
る
。
こ
れ
は
坤
伶
つ
ま
り
女
優
劇
団
・
奎
徳
社
に
よ
る
時
装
新
戯
の
戯
単
で
、
こ
の

日
の
演
目
は
鮮
蕊
芳
の
「
翠
搔
頭
」
で
あ
っ
た
。
奎
徳
社
は
翌
年
解
散
す
る
の
で
、
濱
は
最

晩
年
の
公
演
を
見
た
こ
と
に
な
る
。

　
　
　
光
緒
二
十
七
年
、
天
津
か
ら
招
か
れ
た
女
優
劇
團
が
、
崇
文
門
内
米
菴
で
搭
棚
で
や

つ
た
の
が
そ
の
は
じ
め
で
す
。（
中
略
）
豫
想
に
反
し
て
女
優
だ
け
の
一
座
で
も
人
氣
は

衰
へ
ず
、
次
か
ら
次
へ
と
女
優
劇
團
が
生
れ
ま
し
た
。
民
國
二
年
に
は
雙
慶
班
、
和
慶

班
、
民
國
三
年
に
は
鴻
順
社
、
慶
和
成
社
、
民
國
四
年
に
は
志
徳
社
が
起
り
、
更
に
民

國
五
年
に
は
田
際
雲
の
崇
雅
坤
社
が
組
織
せ
ら
れ
、
そ
の
七
月
十
五
日
天
樂
園
に
初
出

演
し
、（
中
略
）
こ
の
民
國
四
、
五
年
頃
が
女
優
劇
の
全
盛
時
代
で
、
十
二
三
年
頃
か
ら
衰
へ
出
し
ま
し
た
。（
中
略
）
か
う
し
た
全

盛
時
代
が
數
年
に
し
て
終
つ
て
し
ま
つ
た
の
は
、
彼
女
達
の
芝
居
が
色
を
重
ん
じ
て
藝
を
重
ん
じ
な
か
つ
た
か
ら
で
し
た
。（
濱
一
衛

『
支
那
芝
居
の
話
』
東
京
：
弘
文
堂
書
房
、
一
九
四
四
、
七
九
〜
八
〇
頁
）

文
中
に
出
て
く
る
志
徳
社
が
の
ち
奎
徳
社
に
な
り
、
梆
子
と
皮
簧
の
「
両
下
鍋
」
で
時
装
新
戯
を
上
演
し
た
。
先
に
梆
子
戯
の
項
で
触
れ

た
一
九
三
四
年
十
一
月
五
日
慶
楽
戯
院
の
戯
単
（
図
９
、
浜
文
庫
／
集181

／112
）
は
奎
徳
社
の
公
演
で
、
李
桂
雲
の
演
じ
た
「
一
念
差
」

図12　1935年５月31日奉天共益舞台
九州大学附属図書館濱文庫所蔵（浜文庫 / 集181/35）30.0×55.8cm
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は
楊
韻
譜
演
出
の
代
表
的
な
時
装
新
戯
で
あ
る
。
一
九
三
五
年
四

月
二
十
九
日
吉
祥
大
戯
院
（
図
10
、
浜
文
庫
／
集181

／99

）
の

鮮
霊
芝
も
奎
徳
社
の
女
優
で
あ
り
、
こ
の
日
の
時
装
新
戯
は
「
新

女
児
経
」
で
あ
っ
た
。
前
年
に
上
海
明
星
影
片
公
司
が
制
作
し
た

映
画
「
女
児
経
」（
胡
蝶
主
演
）
を
焼
き
直
し
た
の
で
あ
ろ
う
。
そ

の
戯
単
に
「
配
製
颱
風
、
下
雨
、
響
雷
、
打
閃
，
新
穎
奇
妙
彩
砌
，

与
衆
不
同
」と
記
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
、楊
韻
譜
の
演
出
は
舞
台
の

背
景
効
果
に
意
を
用
い
た
が
、
濱
の
好
む
と
こ
ろ
で
は
な
か
っ
た
。

二
　
天
津
　
梅
花
大
鼓
、
河
南
墜
子

一
九
三
六
年
二
月
二
十
九
日
、
開
封
、
洛
陽
等
へ
の
旅
行
の
途
中
で
立
ち
寄
っ
た
天
津
で
、
中
原
公
司
遊
芸
場
と
い
う
大
型
の
演
芸
場

に
行
っ
て
い
る
。
そ
の
様
子
は
旅
行
記
の
中
に
記
さ
れ
て
い
る
。

 

午
前
十
一
時
五
十
分
汽
車
は
天
津
に
着
い
た
。
総
領
事
館
で
執パ
ス
ポ
ー
ト照を
受
取
っ
て
、
夜
の
汽
車
の
時
間
ま
で
を
中
原
公
司
の
遊
芸
場

で
過
し
た
。
三
層
の
落
子
館
、
四
層
の
評
戯
場
電
影
、
五
層
の
大
劇
場
と
皆
観
て
二
毛
と
い
う
か
ら
廉
い
。
大
阪
の
楽
天
地
と
い
っ

た
所
で
あ
ろ
う
。
大
劇
場
の
良
い
場
所
は
二
毛
の
追
加
で
あ
る
が
、
今
は
張
淑
蘭
、
楊
博
生
で
あ
り
、
此
の
前
は
梁
韻
秋
級
を
出
演

さ
せ
て
い
る
の
で
あ
る
か
ら
決
し
て
高
く
は
な
い
。
天
津
の
人
の
話
で
は
何
時
も
此
の
様
に
満
員
だ
と
い
う
。
大
劇
場
の
皮
簧
は
「
玉

堂
春
」
を
演
っ
て
い
て
、
し
ば
ら
く
覗
い
て
観
た
が
別
に
変
っ
た
事
も
無
い
し
、
四
楼
の
評
戯
も
北
平
の
評
戯
と
全
然
変
り
が
無
い

の
で
、
三
楼
の
落
子
館
を
聴
く
事
に
し
た
。
／
丁
度
花
小
紅
の
梅
花
大
鼓
の
「
黛
玉
帰
天
」
か
ら
聴
い
た
。
二
胡
二
丁
と
琵
琶
の
伴

図13　1936年４月12日北平慶楽戯院
九州大学附属図書館濱文庫所蔵 
（浜文庫 / 集181/53）32.2×22.2cm
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奏
で
例
の
通
り
賑
や
か
な
も
の
、
合
手
毎
に
喝
采
を
得
て

い
る
。
種
々
の
大
鼓
の
中
で
最
も
好
き
な
梅
花
調
で
あ
っ

た
の
で
陶
然
と
し
て
聞
い
て
は
居
た
が
、
勿
論
北
平
の
郭

小
霞
に
も
及
ば
な
い
。
北
平
と
変
っ
て
居
た
の
は
河
南
墜

子
で
、
右
手
に
拍
板
を
左
手
に
箸
様
の
竹
切
れ
を
持
つ
の

は
同
様
だ
が
、
腰
の
低
い
台
に
乗
せ
た
黒
塗
り
の
大
鼓
が

見
当
ら
な
い
。
勿
論
北
平
で
も
大
鼓
無
し
の
墜
子
を
聴
い

た
事
が
無
い
訳
で
は
無
い
が
、
珍
し
い
と
思
っ
た
。（
濱
一

衛
著
、
中
里
見
敬
整
理
「
曲
阜
徐
州
開
封
洛
陽
西
安
旅
行

記
」『
言
語
文
化
論
究
』
第
二
五
号
、
二
〇
一
〇
、
一
九
八
〜
一
九
七
頁
）

天
津
の
大
規
模
な
演
芸
場
を
、
大
阪
の
楽
天
地
に
た
と
え
て
い
る
。
当
日
の
戯
単
（
戯
報
）（
図
14
、
浜
文
庫
／
集181

／
未
整
理
）
に

よ
る
と
、
各
階
で
様
々
な
種
類
の
芸
能
が
演
じ
ら
れ
て
お
り
、
五
階
で
は
大
戯
（
京
劇
）「
全
部
新
玉
堂
春
」
が
張
淑
嫻
、
楊
博
生
を
主
役

と
し
て
演
じ
ら
れ
て
い
た
。
濱
は
こ
の
「
玉
堂
春
」
と
四
階
の
評
戯
は
匆
々
に
し
て
、
三
階
の
落ラ
オ
子ツ

館
で
曲
芸
（
語
り
も
の
、
唱
い
も
の
）

の
一
種
で
あ
る
梅
花
大
鼓
と
河
南
墜
子
を
聴
い
て
い
る
。
花
小
紅
に
よ
る
梅
花
大
鼓
は
、「
二
胡
二
丁
と
琵
琶
の
伴
奏
」
で
、
片
手
に
拍

板
、
も
う
片
方
の
手
の
バ
チ
で
大
鼓
を
敲
き
な
が
ら
「
黛
玉
帰
天
」（
黛
玉
焚
稿
）
の
物
語
を
唱
い
述
べ
る
説
唱
文
芸
で
あ
る
。
花
小
紅
と

い
う
名
前
か
ら
、
花
派
の
梅
花
大
鼓
で
あ
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。
金
万
昌
を
創
始
者
と
す
る
金
派
は
男
が
唱
う
の
に
対
し
て
、
弦
師
で
あ
っ

た
盧
成
科
が
天
津
で
女
芸
人
に
仕
込
ん
だ
の
を
盧
派
ま
た
は
花
派
と
い
う（

7
）。
河
南
墜
子
は
墜
子
弦
の
伴
奏
で
、
鞏
玉
栄
が
拍
板
で
拍
子
を

と
り
な
が
ら
唱
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。
矮
脚
書
鼓
と
呼
ば
れ
る
「
腰
の
低
い
台
に
乗
せ
た
黒
塗
り
の
大
鼓
」
が
使
わ
れ
て
い
な
い
こ
と
を
珍

し
が
っ
て
い
る
。

図14 1936年２月29日 
天津中原公司遊芸日刊

九州大学附属図書館濱文庫所蔵 
（浜文庫 / 未整理）39.7×26.9cm
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濱
一
衛
は
さ
ら
に
河
南
省
開
封
お
よ
び
江
蘇
省
呉
興
で
の
観
劇
記
録
も
残
し
て
お
り
、
そ
れ
ら
は
稿
を
改
め
て
論
じ
る
こ
と
と
し
た
い
。

注

（
1
） 
拙
稿
「
濱
一
衛
の
見
た
一
九
三
〇
年
代
中
国
演
劇
：
京
劇
」（『
中
国
文
学
論
集
』
四
三
、
二
〇
一
四
）

（
2
） 
他
方
、
透
徹
し
た
論
考
で
あ
る
青
木
正
児
「
崑
曲
劇
と
韓
世
昌
」（『
青
木
正
児
全
集
』
第
七
巻
、
一
九
七
〇
所
収
）
も
参
照
。

（
3
） 

拙
稿
「
濱
文
庫
に
所
蔵
さ
れ
る
南
潯
戯
単
の
由
来
に
つ
い
て
―
附
：
濱
一
衛
著
「
劉
氏
の
嘉
業
堂
」」（『
九
州
大
学
附
属
図
書
館
研
究
開
発
室
年

報
』
二
〇
一
二
／
二
〇
一
三
）
に
掲
出
し
た
「
濱
文
庫
所
蔵
戯
単
目
録
（
第
二
版
）」
に
お
い
て
、
こ
の
戯
単
を
一
九
三
六
年
八
月
二
十
四
日
と
し
た

の
は
誤
り
で
あ
る
。
一
九
三
一
年
お
よ
び
一
九
三
六
年
の
陽
暦
八
月
二
十
四
日
は
と
も
に
月
曜
日
で
あ
り
、
戯
単
上
の
「
國
歴
八
月
廿
四
號
（
星
期

一
）」
と
い
う
記
載
か
ら
は
何
年
か
特
定
で
き
な
い
が
、
戯
単
の
様
式
お
よ
び
出
演
者
が
一
致
す
る
こ
と
か
ら
図
６
、
７
の
戯
単
は
連
続
す
る
二
日
間

の
戯
単
で
あ
る
こ
と
が
確
実
で
あ
り
、
後
者
に
「
民
国
二
十
年
」
と
あ
る
こ
と
か
ら
、
一
九
三
一
年
の
も
の
だ
と
わ
か
る
。

（
4
） 

中
里
見
敬
・
山
根
泰
志
・
戚
世
雋
「
濱
文
庫
所
蔵
唱
本
目
録
稿
（
四
）」（『
言
語
科
学
』
第
四
七
号
、
二
〇
一
二
）
に
著
録
し
た
第
九
帙
の
木
刻
本

三
十
八
冊
を
は
じ
め
、
第
十
三
帙
以
降
の
鉛
活
字
本
に
も
梆
子
戯
の
唱
本
が
含
ま
れ
て
い
る
。

（
5
） 

こ
の
奉
天
戯
単
の
劇
種
に
つ
い
て
は
、
神
戸
学
院
大
学
の
森
平
崇
文
先
生
よ
り
ご
教
示
い
た
だ
い
た
。
評
劇
の
上
海
に
お
け
る
流
行
に
つ
い
て
は
、

森
平
崇
文
「
上
海
に
お
け
る
評
劇
（
一
九
三
五

－

一
九
三
七
）」（『
第
二
回
日
中
伝
統
芸
能
研
究
交
流
会
報
告
書
　
都
市
メ
デ
ィ
ア
の
空
間
と
伝
統
芸

能
』
大
阪
市
立
大
学
文
学
研
究
科
都
市
文
化
研
究
セ
ン
タ
ー
、
二
〇
一
二
）
参
照
。

（
6
） 

濱
の
北
平
再
訪
に
つ
い
て
は
、
拙
稿
「
濱
文
庫
所
蔵
戯
単
編
年
目
録
」（『
中
国
文
学
論
集
』
第
三
七
号
、
二
〇
〇
八
）
参
照
。

（
7
） 

倪
鍾
之
『
中
国
曲
芸
史
』（
瀋
陽
：
春
風
文
芸
出
版
社
、
一
九
九
一
）
四
六
三
〜
四
六
四
頁
、
薛
宝
琨
・
鮑
震
培
『
中
華
文
化
通
志
・
芸
文
典
・
曲

芸
雑
技
志
』（
上
海
：
上
海
人
民
出
版
社
、
一
九
九
八
）
二
二
九
頁
、
お
よ
び
『
中
国
曲
芸
志
・
北
京
巻
』（
北
京
：
中
国
Ｉ
Ｓ
Ｂ
Ｎ
中
心
、
一
九
九

九
）
七
一
〜
七
二
、
一
六
六
頁
参
照
。
中
原
公
司
に
つ
い
て
は
、『
中
国
戯
曲
志
・
天
津
巻
』（
北
京
：
文
化
芸
術
出
版
社
、
一
九
九
〇
）
二
六
一
頁

参
照
。

※ 

図
版
の
掲
載
に
あ
た
り
、
九
州
大
学
附
属
図
書
館
よ
り
ご
厚
意
を
賜
っ
た
。
記
し
て
謝
意
を
表
し
た
い
。

※ 

本
稿
は
日
本
学
術
振
興
会
科
学
研
究
費
補
助
金
・
基
盤
研
究
（
Ｃ
）「
濱
文
庫
所
蔵
唱
本
目
録
の
作
成
」（
二
〇
一
一
〜
二
〇
一
五
年
度
、
課
題
番
号
：

23520437

）
に
よ
る
成
果
の
一
部
で
あ
る
。


